
2007年出上の木簡

ど
う

の

く
ち

宮
城
・洞
ノ
ロ
遺
跡

１
　
所
在
地

２
　
調
査
期
間

３
　
発
掘
機
関

４
　
調
査
担
当
者

５
　
遺
跡
の
種
類

富
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
岩
切
字
洞
ノ
ロ

一　
第

一
次
調
査
九
区
　
一
九
九
三
年

（平
５
）
四
月
―

一
二
月
、
二
　
第

一
次
調
査

一
〇
区
　
一
九
九
四
年
四
月

１

一
二
月
、
三
　
第
二
次
調
査
　
一
九
九
九
年
九
月
１

一

二
月
仙
台
市
教
育
委
員
会

一
。
一
一　
佐
藤
　
洋

・
平
間
亮
輔

・
佐
藤
　
一皐

〓
一　
工
藤
哲
司

・
渡
部
弘
美

・
平
間
亮
輔

・
吉
田
和
正

城
館
跡

・
集
落
跡

・
水
田
跡６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代

―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

洞
ノ
ロ
遺
跡
は
七
北
田
川
北

岸
の
自
然
堤
防
か
ら
後
背
湿
地

に
か
け
て
立
地
し
、
標
高
は
五

―
八
ｍ
で
あ
る
。　
一
九
九
二
年

か
ら
土
地
区
画
整
理
事
業
、
道

路
建
設
、
宅
地
開
発
な
ど
に
伴
う
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
遺
跡

で
は
、
自
然
堤
防
上
の
畑
の
中
に
細
長
い
水
田
や
湿
地
が
縦
横
に
認
め
ら
れ
、

館
の
堀
跡
が
地
表
面
で
確
認
で
き
る
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
調
査
の
結

果
、
地
表
で
認
め
ら
れ
る
堀
状
の
痕
跡
は
実
際
に
戦
国
時
代
の
城
館
の
堀
跡
で

あ
り
、
こ
の
城
館
は
室
町
時
代
に
造
ら
れ
た
屋
敷
が
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
さ
ら
に
下
層
で
は
鎌
倉
―
南
北
朝
時
代
の
屋
敷
跡
、
古
代
の

居
住
域
や
畑
跡
、
古
墳
時
代
の
水
田
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。
北
側
の
後
背
湿

地
で
は
古
代
―
近
世
の
水
田
跡
が
重
層
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

第

一
次
調
査
の
九
区
と

一
〇
区
で
は

一
五
―

一
六
世
紀
頃
の
城
館
か
ら
信
仰

に
係
る
木
製
品

（地
蔵
菩
薩
像
・
四
輪
塔

・
五
輪
塔
形
板
塔
婆
・
三
角
形
板
塔
婆
・
板

碑
形
塔
婆

・
柿
経
な
ど
）
が
約

一
六
〇
点
出
土
し
た
。
こ
の
う
ち
文
字
資
料
は
城

館
の
堀
跡
か
ら
出
土
し
た
板
塔
婆
四
点

（九
区
Ｆ

百
〔、
一
〇
区
で

百
じ
、
城
館

内
部
の
溝
跡

（
一
〇
Ｅ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
八
）
か
ら
出
土
し
た
板
塔
婆

一
三
点
、
柿
経
五
二

点
、
四
輪
塔

一
点
で
あ
る
。

多
数
の
文
字
資
料
が
出
土
し
た

一
〇
Ｅ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
人
は
、
「
コ
」
字
状
あ
る
い

は
方
形
に
巡
る
溝
跡
で
、
こ
の
溝
に
囲
ま
れ
た
内
部
に
小
規
模
な
納
骨
堂
が
存

在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
遺
構
は

一
五
世
紀
前
半
に
ま
で
遡
る
可
能
性
は

あ
る
が
、
槻
ね

一
五
世
紀
後
半
を
中
心
と
し
た
年
代
が
考
え
ら
れ
、　
三
ハ
世
紀

前
半
に
は
そ
の
機
能
は
失
わ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

第
二
次
調
査
で
は
、　
三
二
世
紀
―

一
四
世
紀
中
頃
の
屋
敷
内
の
土
坑

（Ｓ
Ｋ

一
三
）
か
ら
笹
塔
婆
が

一
点
出
上
し
て
い
る
。

(仙 台)



な
お
第

一
次
調
査
で
出
上
し
た
板
塔
婆
で
確
認
し
た
文
字
は
、
い
ず
れ
も
墨

が
消
え
た
文
字
の
痕
跡
で
あ
る
。
こ
の
文
字
痕
跡
は
、
そ
の
部
分
の
色
調
が
他

の
部
分
よ
り
も
や
や
薄
く
、
わ
ず
か
に
盛
り
上
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
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の
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た
。
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日
‐十
日
間
浮
提
丈
夫
人
受
此
苦
報
只
見
詐
多
」
（］
ω
『
）
×
］
Ｐ
×
９
ｏ
　
ｏ
♯Φ

〔
其
力
〕

日

□

□
苦
悩
獄
口

回

　

　

　

　

（卜∞）壺

登

昌

只
是
女
人
産
下
血
露
鯛
地
祖
井
械
汚
衣
裳
脂
」
（
］
『
］
）
×

Ｐ
Φ
×

ρ

ｏ
　

ｏ
Ｐ
ｏ

］
ｏ
Ｐ
×

］
ｏ
×

Ｐ
い

　

ｏ
Ｐ
Ｐ

〔度
力
〕

日
８
回
三
□
脂
血
勒
」

〔教
力
〕
［喫
此
時
力
〕

日
――
□
□
罪
人
□
口
□
日
―十
日

〔
不
見
力
〕

日
――
国
獄
主
□
□
南
閻
浮
提
□

「血
露
汚
鯛
地
神
井
械
汚
衣
服
持
去
洗
」

〔去
力
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
諸
力
〕

「口
渓
河
洗
饗
水
流
汚
漫
□
善
男
」

〔
不
力
〕

□
浄
天
脂
□
判
下
名
字
□
後
受
此
」

〔報
力
〕

「簿
中
百
年
命
終
之
後
此
苦
□

日
――
国
百
年
命
終
之
□
後
受
此
苦
」

終
之
後
受
此
苦
報
是
時
目
連
尊
者
以

「教
順
男
女
敬
重
三
費
更
為
阿
娘
〔酔
酬
糾
齋

ｏ
∞ｏＸ
Ю反
μ

重
三
賓
更
為
阿
娘
持
血
盆
齋
三
年
依
血
盆
日
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］
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９
∞

〔臣
酢
Ｗ
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懺
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岸
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苦
□
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連
□
回
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□
□
□

若
船
載
過
奈
河
江
岸
看
見
血

得
超
生
仏
地
口
説
真
言
曰
南
無
口
」

生
仏
□

〔大
力
〕

□
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啓
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築
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仏
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∞
×

Φ

∞
　

ｏ
∞
牌

令

じ

×

ａ

ｅ

×

Ｐ

Ｐ
　

ｏ
盟

⑪
②
は
五
輪
塔
形
板
塔
婆
で
、
②
火
輪

・
水
輪

。
地
輪
の
部
分
に
ミ

↑
フ

ヵ
）
ミ

（ウ
ー
ン
▼
質

（ケ
ン
カ
）
が
認
め
ら
れ
た
。

③
ｌ
Ｏ
は
木
枠
に
鉄
釘
で
打
ち
付
け
ら
れ
た
ほ
ぼ
完
形
の
五
輪
塔
形
板
塔
婆

（七
本
塔
婆
）
で
、
部
分
的
で
あ
る
が
文
字
痕
跡
を
判
読
で
き
た
。
初
七
日
か

ら
四
九
日
ま
で
の
供
養
に
伴
う
と
考
え
ら
れ
る
。
⑩
は
破
片
で
あ
る
。
ω
の
四

輪
塔
は
火
輪
に
相
当
す
る
部
分
が
な
い
が
、
本
来
四
輪
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い

は
五
輪
塔
の
失
敗
作
な
の
か
不
明
で
あ
る
。　
一
面
に
質

（キ
こ

く

公

）

（ア
）
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
⑫
⑬
は
頭
部
が
三
角
形
の
板
碁
婆
で
、
文
字
痕

跡
が
認
め
ら
れ
た
。
な
お
、
「遺
構
の
概
要
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
塔
婆
に
は

こ
の
他
に
板
碑
形
塔
婆

（棒
状
塔
婆
）
が
あ
り
、
文
字
痕
跡
が
確
認
で
き
な
か

っ
た
の
で
今
回
は
割
愛
し
た
が
、
こ
の
三
種
類
の
塔
婆
類
は

一
五
世
紀
の
葬
送

と
供
養
の
あ
り
方
を
解
明
す
る
た
め
の
良
好
な
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ＺＯ
。柿

経
は
、
調
査
報
告
書
に
掲
載
し
た
五
七
点
の
う
ち
、
文
字
が
あ
る
程
度
確

認
で
き
る
五
二
点
を
紹
介
し
た
。
側
ｌ
⑫
御
ｌ
①
の
四
〇
点
は
仏
説
大
蔵
正
教

血
盆
経

（血
盆
経
）
で
あ
る
。
血
盆
経
は

一
〇
世
紀
以
降
に
中
国
で
民
間
仏
教
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⑩
　
酔
が
重
罪【酸
剛
剛
酔
酔
□
Ⅲ
剛
光

多
口
日
日
□
散
髪
日
日
日
□

□
□
□
□
口
□
」



経
典
と
し
て
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
経
典
で
、
日
本
に
は
室
町
時
代
中

期
ま
で
に
伝
来
し
、
受
容
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
働
は
韓

女
勇
成
仏
功
徳
経
、
⑩
ｔ
⑩
∞
の
六
点
は
転
女
成
仏
経
と
推
定
さ
れ
る
。
韓
女

身
成
仏
功
徳
経
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
転
女
成
仏
経
は
法
華
経
に

関
連
し
た
経
典
で
、
九
世
紀
後
半
―

一
三
世
紀
初
頭
に
か
け
て
受
容
さ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
柿
経
は
、　
一
五
世
紀
に
お
け
る
女
人
供
養

の
あ
り
方
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
資
料
で
あ
る
。

〓
一　
第
二
次
調
査

南
無
観
世
音
手

４

キ

リ
ー
ク

）

南
無
如
来
手
」

（
］
∞
∞
）
×
∞
］
×
卜
　
ｏ
ω
Ｐ

頭
部
の
大
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
残
存
す
る
部
分
か
ら
類
推
す
る
と
三

角
形
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

仙
台
市
教
育
委
員
会

『洞
ノ
ロ
遺
跡
―
第

一
次

・
二
次

。
四
次

・
五
次

・
七

次

。
一
〇
次
発
掘
調
査
報
告
書
―
』
仙
台
市
文
化
財
調
査
報
告
書
二
人

一
（二

〇
〇
五
年
）

（平
間
亮
輔
）

風
旧
日
日
Ｍ
四
日
円
日
日
Ｕ
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二 (11)

二 (15)

二 (18)
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日

図
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圏
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飾
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呵
避
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育

弗
偽
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